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はじめての西洋哲学
近現代西洋哲学史つまみ食い

■ お問い合わせ ■
東京女子大学 教育研究支援課
E-mail :  koukaikouza@gr.twcu.ac.jp
Tel :  03-5382-6470 　月～金（祝日を除く）9:00～17:00（11:25～12:25を除く）

・対象　　　一般（社会人・卒業生・教職員等）、学生
　　　　　　※定員超過の場合は、区民優先
・受講方法　オンデマンド講座（全4回）
・受講料　　無料
・定員　　　200名
・申込締切　2023年6月1日（木）
・お申込み　詳細、お申し込みは、　↓
　　　　　　https://www.twcu.ac.jp/main/event/2023/0417_02.html

��6/8（⽊）〜7/19（⽔）

杉並区内大学公開講座
共催：杉並区教育委員会

「新型コロナウィルスへの対応は科学的知見に基づかねばならない」「男女平等な社会を実現す
べきだ」と言われれば、誰もが「当たり前だ」と思うでしょう。しかし、「「科学的」ってどう
いうこと？」「男女平等な社会ってどんな社会？」と尋ねられたら、明確な答えを与えるのは難
しいです。哲学とはそのような「当たり前」を点検する学問です。

東京女子大学 現代教養学部　
人文学科 哲学専攻 准教授
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��（オンデマンド講座・全4回）��（オンデマンド講座・全4回）

この講座では西洋の近現代哲学をトピックごとに紹介し、哲学の営みを見ていきます。西洋の近
現代とは今では「当たり前」の考えがまさに当たり前になっていった時代です。そのような時代
の中で哲学者たちは何を考えてきたのでしょうか。当たり前が当たり前でありつつ、しかもその
中身は不明瞭である我々の時代に、過去の哲学者たちの考察は何らかの示唆を与えてくれます。

講師：⼤⾕ 弘



■ 経歴　
 1979年、京都府生まれ。東京大学文学部卒業、
同大大学院人文社会系研究科博士課程修了。
博士（文学）。 

講座 配信期間 テーマ

 第1回  6/8（⽊）〜6/14（⽔）  科学−デカルトと科学⾰命

 第2回  6/15（⽊）〜6/21（⽔） 政治−社会契約説と功利主義

 第3回  6/22（⽊）〜6/28（⽔） ジェンダー−メアリ・ウルストンクラフトの哲学

 第4回  6/29（⽊）〜7/5（⽔）  ⾔語−ウィトゲンシュタインと⾔語論的転回

 質問回答【第1,�2回】 6/29（⽊）〜7/19（⽔） 

 質問回答【第3,�4回】 7/13（⽊）〜7/19（⽔） 

東京女子大学 現代教養学部 人文学科
哲学専攻　准教授講師：⼤⾕ 弘

 ■現在の研究・関心　
 20世紀を代表する哲学者ルートウィヒ・ウィト
ゲンシュタインの哲学の研究を中心に、主に英
語圏の哲学、倫理学を研究しています。哲学と
いう営みがどのような営みであり、現代におい
て「単に生きるのではなく、よく生きる」とい
う古代ギリシア哲学以来の理想にどのように貢
献できるのかを考えています。

 ■ 主な著書
 『入門講義 ウィトゲンシュタイン『論理哲学
論考』』（筑摩選書、2022年）
 『ウィトゲンシュタイン 明確化の哲学』
（青土社、2020年）
 『「常識」によって新たな世界は切り拓ける
か―コモン・センスの哲学と思想史』
（共編著、晃洋書房、2020年）

講座スケジュール

講師プロフィール


